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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

本事業では、東南アジア地域の最後のフロンティアと呼ばれるミャンマーにおいて、製造

業のサプライチェーンを支える裾野産業の現状と課題を明らかにし、日系の中小企業などが

フロンティア市場展開を円滑化するための提言を行う。 

 

（２）実施内容 

 ミャンマーの日系製造業のサプライチェーン展開支援調査研究 

(http://www.iti.or.jp) 

当研究所内に「ミャンマー研究会」を設置して、ミャンマーの投資環境、物流、貿易等の

最新動向について４回の研究会を開催するとともに、タイ国境のミャワディを起点にして、

パーン、ヤンゴン、マンダレー、モンユワ、インド国境のタムまで陸路で走破する現地調査

を行った。それらの成果を報告書に取りまとめた。 

また、「ASEAN最新事情講座：ミャンマー経済の現状と将来展望」セミナーを国際機関ASEAN

センターとの共催により開催した。 

＜研究委員会＞ 

第１回研究会開催 平成３０年 ５月３０日     

第２回研究会開催 平成３０年 ７月２６日 

第３回研究会開催 平成３０年 ９月２８日 

第４回研究会開催 平成３０年１２月１８日 

 

 

 

 

 

＜セミナー＞ 

「 ASEAN最新事情講座：ミャンマー経済の現状と将

来展望」セミナー開催 

平成３１年 ３月４日 

           

 



 

２ 予想される事業実施効果 

「ASEAN最新事情講座：ミャンマー経済の現状と将来展望」セミナーの開催に際して、参加

申し込みが当初の予定人数（100名）を大幅に上回り応募（180名）があり、お断りするなど、

同テーマに高い関心があることから今後も各国の動向、実態調査の必要性が高いものと思わ

れます。 

東南アジア地域の最後のフロンティアと呼ばれるミャンマーは、高成長が期待されたが、

期待されたほどではなく、ミャンマー投資について慎重な姿勢に転じていたが、本セミナー

を通じて、ミャンマーの将来性について展望を提示した。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

「ミャンマー経済の現状と展望～貿易、産業、物流、産業人材育成～」報告書 

(http://www.iti.or.jp/report_85.pdf)  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

「ITIミャンマー研究会現地出張報告」（http://www.iti.or.jp/flash385.htm他） 

現地出張報告として、ヤンゴン、マンダレー、モンユワでは、日系企業、地場企業を訪問

してミャンマーにおける企業の事業展開と課題について13回にわたり記事を連載した。 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人国際貿易投資研究所 （コクサイボウエキトウシケンキュウショ） 

住  所： 〒107-0045 

東京都中央区築地１丁目４番５号 

代 表 者： 理事長 畠山 襄 （ハタケヤマノボル） 

担当部署： 総務部 （ソウムブ） 

担当者名： 審議役 寺川光士 （テラカワコウジ） 

電話番号： 03-5148-2601 

F  A  X： 03-5148-2677 

E - m a i l： webmaster@iti.or.jp   

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.iti.or.jp 

 


